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新
し
い
資
本
主
義
の
加
速

四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
、
常

に
デ
フ
レ
と
の
闘
い
が
そ
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

世
界
的
な
経
済
構
造
の
変
化
が
生
じ
る
中
で
も
、
国

内
で
は
、
デ
フ
レ
に
よ
る
需
要
停
滞
と
新
興
国
と
の

コ
ス
ト
競
争
を
背
景
に
企
業
は
コ
ス
ト
削
減
を
優
先

せ
ざ
る
を
得
ず
、
国
内
市
場
よ
り
も
海
外
市
場
を
求

め
て
海
外
生
産
比
率
を
高
め
、
国
内
投
資
を
抑
制
し
、

労
働
者
の
賃
金
も
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
、
不
安
定
な
非
正

規
雇
用
の
増
加
や
格
差
の
固
定
化
懸
念
、
中
間
層
の

減
少
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
岸
田
政
権
で
は
「
新
し

い
資
本
主
義
」
を
掲
げ
、
従
来
「
コ
ス
ト
」
と
認
識

さ
れ
て
き
た
賃
金
や
設
備
・
研
究
開
発
投
資
な
ど
を

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
再
認
識
し
、
人
へ
の
投
資
や

国
内
投
資
を
促
進
す
る
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
₇
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
政
府
が
供
給
サ

イ
ド
に
働
き
掛
け
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
取
り
組

み
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
各
国
共
通
の
政
策
認
識

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背

景
と
し
て
、
人
へ
の
投
資
、
グ
リ
ー
ン
、
経
済
安
全

保
障
な
ど
、
市
場
や
競
争
に
任
せ
る
だ
け
で
は
過
少

投
資
と
な
り
や
す
い
分
野
が
今
後
の
成
長
の
鍵
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
、
賃
上
げ
率
が
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
、

企
業
部
門
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
高
い
投
資
意
欲
な
ど
、

悪
循
環
を
断
ち
切
る
挑
戦
が
確
実
に
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
前
向
き
な
動
き
を
力
強
く
拡
大
す
べ
く
、

₆
月
16
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
骨
太
方
針
２
０
２

３
」「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及

び
実
行
計
画
２
０
２
３
改
訂
版
」（
以
下
、「
改
訂
実

行
計
画
」）に
基
づ
き
、
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。賃

金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
て

今
後
の
マ
ク
ロ
経
済
運
営
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
、

輸
入
物
価
上
昇
を
起
点
と
し
た
外
生
的
な
物
価
上
昇

か
ら
、
賃
金
上
昇
や
コ
ス
ト
の
価
格
転
嫁
・
マ
ー
ク

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣︵
経
済
財
政
政
策
︶

後ごとう
藤
茂しげゆ

き之

賃
上
げ
︑
投
資
拡
大
に
よ
る

﹁
成
長
と
分
配
の
好
循
環
﹂の
実
現
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分厚い中間層の形成に向けて特集

ア
ッ
プ
の
確
保
を
伴
う
「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
価
格
転
嫁
対
策
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
、
三
位
一
体
の

労
働
市
場
改
革
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
３
月
に
は
十
倉
会
長
に
も
ご
参
加
い

た
だ
い
て
、「
政
労
使
」
の
意
見
交
換
を
行
い
、
原

材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
労
務

費
の
転
嫁
を
通
じ
た
取
引
適
正
化
が
不
可
欠
で
あ
る

点
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
合
意
を
し
ま
し
た
。

政
府
と
し
て
も
、「
構
造
的
賃
上
げ
」
の
実
現
に

向
け
て
、
５
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
三
位
一
体
の
労

働
市
場
改
革
の
指
針
」
に
基
づ
き
、「
リ
・
ス
キ
リ

ン
グ
に
よ
る
能
力
向
上
支
援
」「
個
々
の
企
業
の
実

態
に
応
じ
た
職
務
給
の
導
入
」「
成
長
分
野
へ
の
労

働
移
動
の
円
滑
化
」
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中

小
企
業
の
生
産
性
向
上
等
へ
の
支
援
の
一
層
の
強
化

を
図
り
つ
つ
、
労
務
費
の
転
嫁
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
指
針
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
適
正

な
価
格
転
嫁
や
下
請
け
取
引
の
適
正
化
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
新
た
な
経
済
構
造
へ

の
転
換
点
と
な
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

成
長
と
分
配
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た

国
内
投
資
の
拡
大

賃
上
げ
と
と
も
に
重
要
な
の
が
国
内
投
資
の
拡
大

で
す
。
私
は
、
持
続
的
な
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を

生
み
出
す
に
は
、「
国
内
投
資
拡
大
や
研
究
開
発
の

促
進
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
」
と
「
価
格
転
嫁
を
通

じ
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
率
の
確
保
に
よ
る
賃
上
げ
」
が

車
の
両
輪
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
団
連
に
お
か
れ
て
も
、
バ
ブ
ル
期
以
降
最
高
水

準
と
な
る
民
間
設
備
投
資
１
１
５
兆
円
の
早
期
実
現

と
い
う
目
標
を
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
部
門
に
お

い
て
高
い
投
資
意
欲
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）、
Ａ
Ｉ
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
重
点
分
野
で
の

大
胆
な
投
資
拡
大
に
向
け
て
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
提
示
し
、
呼
び
水
と
な
る
官
の
投
資
に
つ
い
て
複

数
年
度
で
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も
に
、
規
制
・
制
度

措
置
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
で
、
民
間
の
予
見
可
能

性
を
高
め
、
民
間
投
資
を
誘
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、半
導
体
、蓄
電
池
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、バ

イ
オ
と
い
っ
た
分
野
で
は
、
大
規
模
な
立
地
・
投
資

を
計
画
す
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

巨
額
に
上
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

中
長
期
に
わ
た
っ
て
十
分
な
予
見
可
能
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
改
訂
実
行
計
画
で
は
、

世
界
に
遜
色
な
い
水
準
で
、
税
制
・
予
算
面
で
支
援

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
を
拡
大
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、

生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
海
外
か

ら
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
４
月
に
は
「
海
外

か
ら
の
人
材
・
資
金
を
呼
び
込
む
た
め
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
対
内
直
接
投
資

残
高
を
早
期
に
１
０
０
兆
円
と
す
る
新
た
な
目
標
を

定
め
、
半
導
体
等
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
促
進
、
ア

ジ
ア
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ハ
ブ
形
成
に
向
け
た

戦
略
、
高
度
外
国
人
材
等
の
呼
び
込
み
に
向
け
た
制

度
整
備
、
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
強
化

な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
早
期
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
米
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）な
ど
海
外
の
ト
ッ
プ
大
学
と
連
携
し
、
東

京
都
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
パ

ス
の
創
設
を
進
め
る
な
ど
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育

成
５
か
年
計
画
」
を
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

賃
上
げ
や
高
い
投
資
意
欲
な
ど
の
前
向
き
な
動
き

の
あ
る
今
が
ま
さ
に
、
デ
フ
レ
と
低
成
長
の
悪
循
環

を
断
ち
切
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
後
、

骨
太
方
針
２
０
２
３
や
改
訂
実
行
計
画
等
に
基
づ
き
、

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


